
薬食発第 0331011号

平成 21年 3月 31日

各都道府県知事 殿

艤鰹繭圏催
霞掘
凹盤

盟

醍

厚生労働省医薬食品局

化粧品基準の一部を改正する件について

平成 21年 厚生労Tbl省告示第 219号 により化粧品基準 (平成 12年 厚生省告示第

331号 )の 一部改正が別添のとおり告示され、同日適用されることとなったので、

下記について御了知の上、貴管下関係業者に対して周知徹底方よろしくお願いいたし

ます。

.改 正の趣旨

薬事法 (昭和 35年 法律第 145号 )第 42条 第 2項 の規定に基づき、化粧品基

準の
一
部を改正することにより、化粧品に配合することができる防腐剤の範囲を拡

大したものであること。

2.改 正の内容

別表第 3の 2を 改正し、以下のとおり、化粧品へ配合できる防腐剤 として、ピロ

ク トンオラミンを追力日したこと。

別表第 3の 2 化 粧品の種類により配合の制限のある成分

成 分 名

100g中の最大配合量 (g)

粘膜に使用され

ることがない化

粧品のうち洗い

流すもの

粘膜に使用 され

ることがない化

粧品のうち洗い

流さないもの

粘膜に使用され

ることがある化

粧品

ピロク トンオラミン く
リ
〔
υ
〔
υ 005

記



金
副
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

Ｏ
廃
止
前
の
老
人
保
健
法
に
よ
る
保
険
者
の

拠
出
金
の
額
の
算
定
に
関
す
る
省
令
そ
の

他
関
係
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十

九
年
度
に
お
け
る
全
保
険
者
平
均
老
人
加

入
率
及
び
老
人
保
健
施
設
療
養
費
等
権
定

率
を
公
示
す
る
件

〈同
二
一
二
）

Ｏ
平
成
二
十

一
年
度
に
お
け
る
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
保
険
者

の
前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額
の
算
定
に

関
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
及
び

額
を
公
示
す
る
件

（同
二

十
三
）

Ｏ
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
保
険
者
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の

額
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十

一
年
度
に
お
け
る
全
保

険
者
平
均
前
期
高
齢
者
加
入
率
見
込
値
を

公
示
す
る
件

（同
二
一
四
）

０
消
費
税
法
施
行
令
第
十
四
条
の
三
第

一
号

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
保
育
所
を
経
営
す
る
事
業
に
類
す
る

事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
資
産
の
譲
渡
等
の

一
部
を
改
正
す
る
件

〈同
工

一
五
）

Ｏ
災
害
敷
助
法
に
よ
る
救
助
の
程
度
、
方
法

及
び
期
間
並
び
に
美
費
弁
僚
の
基
準
の

一

部
を
改
正
す
る
件

（同
二

一
六
）

Ｏ
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護

の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
数

援
の
程
度
及
ぴ
方
法
の
基
準
の

一
部
を
改

正
す
る
件

（同
二

一
七
）

０
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法

施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十

一
年

度
の
単
位
掛
金
額
を
定
め
る
件

（同
二
一
八
〉

せ
工
艶
鋸
争

き
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し
な
い
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品

等
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（同
三
二
〇
）

Ｏ
薬
事
法
施
行
令
第
二
十
条
第

一
項
第
六
号

及
び
第
七
号
並
び
に
薬
事
法
施
行
規
則
第

九
十
六
条
第
六
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
薬

品
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（同
三
二
一
）

Ｏ
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
基
準
の

一
部

を
改
正
す
る
件

（同
二
二
三
）

Ｏ
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び

施
設
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（同
三
二
三
）

Ｏ
独
立
行
政
法
人
雇
用

・
能
力
開
発
機
構
の

業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す

る
省
令
第
十
九
条
第
二
項
等
の
規
定
に
基

づ
く
独
立
行
政
法
人
雇
用

・
能
力
開
発
機

構
法
第
十

一
姿
第

一
項
第
二
号
及
び
第
八

号
に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
し
必

要
な
事
項
の

一
部
を
改
正
す
る
件
の

一
部

を
改
正
す
る
件

（同
二
二
四
）

Ｏ
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第

一
粂
の
三
十
三

の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

（同
三
二
五
）

Ｏ
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第

一
条
の
三
十
六

第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修

（同
三
二
六
）

Ｏ
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
二
十
六
条
の
四

十
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

基
準

（同
三
二
七
）

０
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
雇
用
保
険
率
を
変

更
す
る
件

（同
三
二
八
）

Ｏ
雇
用
保
険
法
冊
則
第
五
条
第

一
項
第

一
号

口
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
地
域
を
定
め
る
件

（同
三
二
九
）

Ｏ
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
賃
金
日
額
の
算

定
の
方
法
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す

る
件

（同
二
三
〇
）

Ｏ
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
現
物
給
与
の
価

額

（同
二
三

一
）

Ｏ
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
第
二
十
五
条

第

一
項
第

一
号
の
支
給
認
走
に
係
る
自
立

支
援
医
療
に
つ
い
て
費
用
が
高
額
な
治
療

を
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
も
の
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（同
〓
三
二
）

Ｏ
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
健
事
業
の

実
施
等
に
関
す
る
指
針
の

一
部
を
改
正
す

る
件

（同
二
三
二
）

Ｏ
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
健
事
業
の
実
施

等
に
関
す
る
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同
二
三
四
）

Ｏ
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族

介
譲
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
第
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
の
一
部
を

改
正
す
る
件

（同
〓
三
五
）

Ｏ
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所

（同
工
三
ュＯ

Ｏ
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す

る
法
律
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
（同
二
三
七
）

Ｏ
回
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
等
死
没
者
改
葬

費
支
給
規
程

（同
二
三
八
）

Ｏ
目
立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
国
立

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
院
入
所
規
程

（同
二
二
九
）

Ｏ
手
話
通
訳
を
行
う
者
の
知
識
及
び
技
能
の

審
査

・
証
明
事
業
の
認
定
に
関
す
る
規
程

を
廃
止
す
る
件

（同
二
四
〇
）

Ｏ
使
用
業
剤
の
薬
価

（薬
価
基
準
）
の

一
部

を
改
正
す
る
件

（同
二
四

一
）

Ｏ
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基

準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲

示
事
項
等
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（同
二
四
二
）

〇
障
害
者
２
展
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
及
び
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
様
式
の

一
部
を

改
正
す
る
件

（同
二
四
三
）

①
派
遣
元
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す

る
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同
二
四
四
）

Ｏ
派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針

の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同
二
四
五
）

Ｏ
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為

を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す

る
法
律
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
類
の
算
定
方
法

の
一
部
を
改
正
す
る
件

（同
二
四
六
）

０
基
本
診
療
料
及
び
医
療
観
察
精
神
科
専
門

療
法
の
施
設
基
準
等
の

一
部
を
改
正
す
る

件

〈同
二
四
七
）

○
船
員
保
険
法
施
行
規
則
第
九
十
六
粂
の
規

定
に
基
づ
き
、
社
会
保
険
庁
長
官
の
定
め

る
率
を
定
め
る
件

（社
会
保
険
庁

一
〇
）

０
平
成
二
十

一
年
度
に
お
け
る
船
員
保
険
法

第
五
十
九
条
第
十
四
項
及
び
第
十
五
項
の

規
定
に
基
づ
く
船
員
保
険
の
特
定
保
険
料

率
及
び
基
本
保
険
料
率
を
定
め
る
件

（同

一
こ

０
船
員
保
険
法
第
三
十
五
条
ノ
十
六
ノ
四
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
社
会
保
険
庁
長
官

の
指
定
す
る
教
育
訓
練
の

一
部
を
改
正
す

る
件

（同

一
一
じ

〇
船
員
保
険
技
能
習
得
手
当
、
寄
宿
手
当
及

び
移
転
費
支
給
細
則
の

一
部
を
改
正
す
る

件

（同

一
三
）

Ｏ
卸
売
業
者
の
合
併
に
つ
い
て
認
可
し
た
件

（農
林
水
産
四
四
三
）

○
農
業
災
害
補
償
法
第
百
五
十
条
の
三
第

一

項
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
特
定
の
疾

病
を
定
め
る
件

（同
四
四
四
）

(号外第 67号 ) 別添平成 2 1年 3月 3 1 日 火曜日

〇

九



平成 21年 3月 31日  火 口軽日 官 く号外第67号 ) 【
別添】
278

万
九
千
八
百
円

百

円
九
百
円

七
万
七
千
円

五
万
五
百
円

一
方
五
百
円

七
十
四
百
円

Ｏ
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
六
号

災
害
救
助
法
施
行
令

（昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
五
号
）
第
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
災
害
救
助
法

に
よ
る
救
功
の
程
度
、
方
法
及
び
期
間
並
び
に
実
費
弁
償
の
基
準

（平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
百
四
十
四
号
）
の

一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

一
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十

一
年
二
月
二
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
犀
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

第
二
条
第
二
号
口
中

「
三
百
三
十
六
万
六
千
円
」
を

「
二
百
四
十
万
四
千
円
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
号
イ
の
表
中

五
万
八
千
六
百
円

一
方
七
千
三
百
日

亘
万
七
千
円

二
万
二
千
三
百
円

五
万
千
六
百
円

三
万
二
千
八
百
円

六
万
五
百
円

三
万
九
千
三
百
円

七 四

二
万
九
千
阿

一
方
七
千
五
百
円

三
万
七
千
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

五
万
三
千
三
百
円

三
万
三
千
三
百
円

六
万
千
〓

三
万
九
千

九
千
三
百
阿

五
千
七
百
円

一
万
三
千
二
百
円

七
千
七
百
円

一
方
七
千
百
円

一
万
千
六
百
円

二
万
三
百
円

一
万
四
千
円

二
万
五
千
八
百
円

一
方
七
千
七
百
円

に
改
め
る
。

第
七
条
第

一
号
中

「又
は
」
を

「若
し
く
ほ
」
に
改
め
、
「で
き
な
い
者
」
の
下
に

「又
は
大
規
模
な
補
修
を
行
わ
な

け
れ
ば
居
住
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
程
度
に
住
家
が
半
壊
し
た
者
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中

「五
十

一
万
円
」
と

「五
十
二
万
円
」
に
改
め
る
。

Ｏ
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
七
号

武
力
要
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十

五
号
）
第
十
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律

に
よ
る
救
援
の
程
度
及
び
方
法
の
基
準

（平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
平
成
二
十

一
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十

一
年
二
月
二
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

第
二
粂
第

一
号
二
働
及
び
第
二
号
口
中

「二
百
三
十
六
万
六
千
円
」
を

「二
百
四
十
万
四
千
円
」
に
改
め
る
。

第

四
条
第
二
号
の
表
中

二
万
八
千
六
百
円

一
万
七
千
三
百
円

三
万
七
千
円

二
万
三
千
墓

自
円

五
万
千
六
百
円

三
万
二
千
八
百
円

六
万
五
百
円

三
万
九
千
三
百
円

七

万
四
万

を

二
万
九
千
円

一
万
七
千
五
百
円

三
万
七
千
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

五
万
三
千
三
百
円

三
万
三
千
三
百
円

六
万
千
三
百

三
万
九
千
九

円 百

円

七
万
七
千
用

五
万
五
百
円

一
万
五
百
円

七
千
四
百
円

に
改
め
る
。

第
九
条
第

一
号
中

「又
は
」
を

「若
し
く
は
」
に
改
め
、
「で
き
な
い
者
」
の
下
に

「又
は
大
規
模
な
補
修
を
行
わ
な

け
れ
ば
居
住
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
程
度
に
住
家
が
半
壊
し
た
者
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中

「五
十

一
万
円
」
を

「五
十
二
万
円
」
に
改
め
る
。

Ｏ
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
八
号

社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十

一
年
度
の
単
位
掛
金
額
を
四
万
四
千
七
百
円
と
定
め
、
平
成
二
十

一
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成

二
十

一
年
二
月
三
十

一
日

厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

Ｏ
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
九
号
一

業
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
化
粧
品
基
準

（平
成
十

二
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
十

一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添

平
成
一
一十

一
年
二
月
二
十

一
日

９
，Ｐ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
一　
ｏ
・ｏ
Ｐ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
一　
〇
・〇
岸
ｏ

Ｐ
景
ｏ
　
　
　
一」

に
改
め

る
。

□
＝
料
齢
弾
導
切
料
導
臣
対

いヽ
津
辞
キ
い
悪
叫
難

料
館
津
群
′
温
郎
酎
再
き
群
爵
昂
牌
春
Ｆ
▼
ｕ
当

Ｂ
需
球
河
き
騨

（□
爵
品
濁
き
弾
串
弔
〈
こ
″
導

――
醇
□
田
品
温
き
騨
″
Ｅｌ
濁
き
騨
ヨ
ぷ
も
厳
河
き

騨
畔
げ
ハ
再
言
争
引
冊
Ｂ
温
津
武
き
畔
Ｘ
再
Ｎ
＞

討
詳
革

（墨
営
群
や
革
辞
漱
昼
ω
帥
）
京
亨
ｕ
鮮

＞
苅
岸
き
弾
岱
丁
丁
″
準
選
き
弾
付
再
め
麟
韓
群

革

（業
部

０
令
革
辞
導
馬
∞
母

一〔
▼
け
準
選
鶏

野
討
群
常
予
も
●
Ｓ
【
き
い
い
併
（】
引
コ
専
じ
。

別
表
第
１
第
２
車
の
４
を
同
２
と
す
る
。

別
表
第
１
第
２
章
の
５
中

「母
子
加
算
又
は
と
を
剖
り
、

同
章
中
５
を
３
と
す
る
。

Ｏ
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
三
十
号

業
琴
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
棄
事
法
第
十
四
条
第

一
現

の
規
定
に
基
づ
き
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し
な
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
等

（平
成
六
年
厚

生
省
告
示
第
百
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十

一
年
二
月
二
十

一
日

厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

表
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し
な
い
医
薬
品
の
相
中
第
百
十

一
号
を
第
百
十
二
号
と
し
、
第
五
十
九
号
か
ら
揮
百
十
号

ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
十
八
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

五
十
九
　
デ
ン
プ
ン
グ
リ
コ
ｔ
ル
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

Ｏ
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
三
十

一
号

薬
事
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十

一
号
）
第
二
十
条
第

一
項
第
七
号

（同
令
第
七
十
二
条
に
お
い
て
準
屈

す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
菜
事
注
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第

一
号
）
第
九
十
六
条
第
七
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
薬
事
法
施
行
令
第
二
十
条
第

一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
並
び
に
薬
事
法
施
行
規
則
第
九
十
六
条
第
六
号
及
び
第

七
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
巨
が
指
定
す
る
医
薬
品

（平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
十

一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十

一
年
二
月
三
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

第
二
号
中
Ｗ
を
‐０８
と
し
ヽ
５４
か
ら
・０６
ま
で
を
５５
か
ら
師
ま
で
と
し
、
５３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５４
　
デ
ン
ブ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

Ｏ
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
二
号

生
活
保
護
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）

第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
活
保
護
法
に
よ
る

保
護
の
基
準

（昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
百
五
十
八

号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

一
年
四

月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十

学
年
二
月
二
十

一
日

厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

別
表
第
１
第
２
章
の
２
及
び
３
を
削
る
。

別
表
第
１
第
２
章
の
４
の
い
の
表
に
注
と
し
て
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

置
　
伴
貯
苗
苔
ぎ
弾
付
軍
詩
選
討
部
“
面
軒
準
争
環

嚇
球
渦
肝
齢
選
さ
騨
′
面
辞
革
喜
尋
戦
球
詳
貯
麟

ヨ
洋
弾
″
面
革
当
番
電
車
難
揃
譜
苫
辞
″
審
甜
母

別
表
第
３
の
２
の
表
中
一
氏
こ
坤
斗
マ
思
き

い淵料Щ鶏絡一ルマ　　　　一一キ”　　　　十一一部Ｏ

― 要
ぞ  ~

代 に

九
千
八
百
円

に
改
め
、
同
号
口
の
表
中


